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・講演では、ゲームを通じて目が見えない方の誘導・サポートのしかた 

 を分かりやすく教えていただきましたが、危なくなったときに声かけ 

をするだけではなく、そのまま前に進んでいいよ、そのままで大丈夫 

だよと、声をかけ続けてあげることで安心して前に進めるという話を 

聞いて、子育てにも通じる気がしました。 

 ・“支え合って生きている。だからこそ、今の自分がいるんだ。”という 

  話に込み上げてくるものがありました。 

・全盲の母親のことを思いました。気持ちに寄り添いながら接すること 

 の大切さを感じました。 

・私も子どもにとっての伴走者になりたいと思いました。引っ張りすぎ 

ず、歩調を合わせていきたいです。そして、どの子にも、いいところ 

があることを改めてそうだなと、日々の生活で見失っていたと思いました。 

・知らないということが、まちがった考えの元になっていることが多いと思います。知らないままにす

るのではなく、分からないなりに、知ろうという姿勢が大切だと声かけしています。 

・他の人の身になって考える様には教えています。 

・困っている友達がいたら、優しく声を掛けてあげる、自分が嫌だと思う事は、相手にしないように言

っています。 

・友達や人との関わりで、自分がされたら嫌と思うことはしないように、言わないようにと言っていま

す。 

・自分がされて嫌なこと、言われて嫌なことなど、相手の気持ちも考えるように伝えています。 

・最近、人権尊重の観点から、LGBTQについて長子と話をしました。 

・自分で考えて行動するように促しています。 

・「～しなさい！」という言い方はなるべくしないように気を付けています。 

・相手の気持ちを考えること。相手に合わせるだけではなく、自分の意見も大切にし、自分自身を大切

にすることを話しています。 

・いじめは人権侵害だと思うので、相手がいやだと思う可能性のある言葉は言わないように折に触れて

伝えるように気を付けています。（いじり、からかいが、された方に深い傷を残していることを、み

んなに分かってほしいです。） 

 


